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1 諸 言

文部科学省がすすめるスポーツタウン構想や総合型地域スポーツクラブに対

する公共事業は，スポーツマーケティングによって効果的に推進されるといわ

れている．また，民間企業では，ゴルフや水泳のようなスクールビジネスやレ

ッスンビジネス，フィットネスクラブのようなクラブビジネスにおいて，生徒

数や会員数を増やし継続させるためのスポーツマーケティング調査が展開され

ている．

スポーツ活動は個人の任意の活動であるため，スポーツへの支出は任意のも

のである．このためスポーツ消費行動は「選択財の消費行動」としての性格を

持ち，その消費市場は一般経済状況の変化の影響を受けやすい領域となってい

る．よって，スポーツの習慣化の程度が消費行動の安定化に強く影響するとさ

れている（中澤，1999）．Mullin ら（1993）によると，スポーツ消費行動に関わる

影響要因は個人的要因と環境的要因からなり，これらが相互に作用することで

消費者の意志決定が成立すると説明している．個人的要因は身体特性，学習・

知覚・動機・態度，ライフスタイルやファミリーライフサイクル，自己概念に

よって構成される．一方，環境要因は仲間・家族・コーチ・教師などその人に

とって重要な人物，気候的・地理的条件，スポーツ企業の市場行動，価値・規

範，人種・ジェンダー，階級構造によって構成される．スポーツ消費者はこれ

らの要因の相互作用を受け，ニーズの認知，情報収集，選択肢の評価，購買・
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利用の決定，購買・利用の経験，経験の評価，経験の評価後の行動（強化）と

いうフィードバック連鎖を含むプロセスを経て意志決定をし，その結果として

一連のスポーツ消費行動が現れる．

Weiss ら（1992）はスポーツに参加する動機づけに関する先行研究をレビュー

した結果，（1）新たなスキルを習得したり向上させるため，（2）身体をシェイ

プアップしたり強化するため，（3）友人と一緒にいるためや新たな友人を得る

ため，（4）グループやチームの一員であることを実感するため，（5）試合で勝

ったり成功するため，（6）興奮や挑戦・活動など楽しさを体験するため，など

の理由に分類できるとしている．また，これらの要求を満たすために複数から

の理由が重なって参加することも明らかにしている．一方，スポーツに参加し

ない理由として Goodrick ら（1984）が検討した結果，仕事や家事が忙しくて

「時間がない」，「疲れている」，「施設がない」などの理由が多く認められること

を報告している．我が国においては（総理府，1994），一般成人において運動や

スポーツを行った理由として「楽しみや気晴らし」（68.4％），｢健康･体力つく

り｣（50.7％），｢友人･仲間との交流｣（44.9％）が上位を占めている．一方，運

動を行わなかった理由については，「仕事が忙しくて時間がないから」は約半数

の者があげ，常に 1 位となってきた．続いて「場所や施設がないから」「指導者

がいないから」「機会がなかったから」「仲間がいないから」「金がかかるから」

も指摘され続けている．

これらの結果から，スポーツへの参加者と非参加者との間には時間的条件や

施設の条件などにさほどの差異はないと思われるが，スポーツに参加する意志

の違いがどこから生じてくるのか不明な点が指摘されよう．

そこで本調査では，「するスポーツ」への参加条件を考察する一助として，ス

ポーツ活動の環境的要因としての参加条件と個人的要因としての運動意欲との

関係を検討することを目的とした．
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2 方 法

調査対象者：289 名（男性 200名，女性 86名，不明 3 名）．内訳は社会人 66名

（22.8％），学生 215名（74.4％），無職 5名（1.7％），不明 3名（1.0％）であった．

また，平均年齢は 25.7± 11.4歳（男性：27.3±12.6歳，女性：22.0±6.4歳）であっ

た．

調査項目：調査項目は資料 1，資料 2 に示すとおりである．なお，問 1 にあげ

た優先条件は大学生（50名）を対象に行った自由記述形式による予備調査の結

果をもとにもっとも多くあげられた条件から 5 つの項目を採用し，一対比較法

の項目として用いた．

また，運動意欲調査は猪俣ら（1988）の作成した調査項目を取り上げた．運

動意欲調査は 6 つの尺度で構成され，それぞれの尺度で得点が高いほど強く感

じていると評価される．

①運動に対する自信に関する「運動有能感」

②運動場面における協同や協力に関する「親和欲求」

③運動に関する活動欲求である「活動欲求」

④運動場面における競争に関する「競争欲求」

⑤運動に対する失敗や不安に関する「運動不安」

⑥体育や運動を行うことによって得られる価値に関する「運動価値感」

なお，分析にあたり統計ソフト SPSS for Windows ver.11.0J を用いた．

3 結果と考察

3. 1 調査対象者の特徴

優先する参加条件については，全体を対象として分析した結果，雰囲気

（2.9／10），活動日（2.0／10），活動場所（1.7／10），費用（1.6／10），コーチの条

件（1.5／10）の優先順位がみられた．男女別では，両者とも雰囲気，活動日の

順で多かったが，3 番目には男性は活動場所，女性は費用を多くあげていた．
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また，年齢層を青年前期（18-45 歳，264名），中年期（46-65歳，18名）そして高

年期（66歳以上，7 名）に分けて優先する参加条件について検討した結果（第 1

図），青年前期は雰囲気→活動日→費用→場所→コーチ，中年期は活動日→雰囲

気→場所→コーチ→費用，高年期では費用→活動日→場所→雰囲気→コーチの

順でポイントが優先していた．

全体的には活動集団の雰囲気や活動日をより重要な条件として優先している

ことが伺える．しかし，年齢層別にみると青年前期と中年期は雰囲気と活動日

をより重要視しているのに対し，高年期では雰囲気よりも費用の方を最優先し

ていることが特徴として示された．青年前期は活動日や活動に必要な費用の面

を優先して考慮しつつも活動集団の雰囲気を最優先させており，この年齢層は

集団成員の一人としてそのスポーツを楽しもうとする傾向が強いものと考えら

れる．また，中年期は活動日をもっとも優先させ，活動集団の雰囲気や活動場

所をやや重視している．この結果は，仕事や家事などの時間的制約のなかでス

ポーツを楽しむ雰囲気を味わいたく，そして活動場所への移動時間をあまり割

きたくないという傾向にあるといえよう．高年期は費用，活動日そして場所の
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第 1 図 各年齢層における優先項目選択数
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順で優先させており，他の年齢層よりも活動集団に参加する物理的条件を重視

しているものと考えられる．

その他の質問項目について 1 要因分散分析にて検討した．被調査者全体の傾

向として，実施施設（練習場所）まで移動に要する時間の限界の平均は 43.18±

18.91分．趣味や娯楽に使える金額は 18.55±13.83千円で，そのうちスポーツ活

動に使える金額は 7.66±6.79千円．一週間あたりのスポーツ活動回数は 2.90±

1.71回で一回あたりの時間は 2.62±1.26 時間が限界であった．また，男女差に

ついて検討したところスポーツ活動に使える金額に有意差が認められ（f＝5.15,

df＝1／267, p＝.024），男性は 8.29±7.00千円，女性は 6.25±6.19千円が使える金

額であった．年齢層別では趣味や娯楽に使える金額（f＝7.45, df＝2／267, p＝.001），

スポーツ活動に使える金額（f＝20.44, df＝2／269, p＝.000），一週間あたりのスポ

ーツ活動回数（f＝4.45, df＝2／270, p＝.013）に有意差が認められた．多重比較の

結果，趣味や娯楽に使える金額では中年期がもっとも多く（29.53±18.49千円），

青年前期がもっとも少なかった（17.57±12.99千円）．スポーツ活動に使える金額

は高年期（17.57±10.78千円），中年期（14.39±10.99千円）そして青年前期（6.89±

5.74千円）の順で多かった．一週間あたりのスポーツ活動回数は青年前期で

2.99±1.73 回でもっとも多く，中年期は 1.83±1.15 回でもっとも少なかった．

趣味や娯楽に使える金額のうち，スポーツ活動に使える金額の占める割合にお

いて有意差が認められた（f＝3.02, df＝2／265, p＝.050）．多重比較の結果，高年期

で 82.5±56.1 ％でもっとも多く，青年前期が 45.7±39.5％でもっとも少なかっ

た．

これらの傾向から，青年前期は一週間あたりのスポーツ活動回数は多いが，

そこで費やすことのできる金額が他の年齢層よりも少ないため，金銭的条件が

悪いといえよう．中年期は趣味や娯楽で使える金額は多いもののスポーツ活動

が少ないため，スポーツ活動を行える時間的条件が悪い．高年期ではスポーツ

に費やす金額の割合が高いにもかかわらず，スポーツ活動の回数が青年前期よ

りも少ないため，スポーツ活動一回あたりに費やす金額が高いといえよう．
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3. 2 運動意欲各尺度との関係

運動意欲各尺度の得点を算出し，平均値と標準偏差から青年前期（264名），

中年期（18名），高年期（7 名）それぞれの年齢層における高得点群，中得点群，

低得点群に分類し，高得点群と低得点群との比較を各質問項目で行った．分析

にあたり 1 要因分散分析を用いた．

＜運動有能感＞高得点群 44名，低得点群 39名であった．一週間あたりのスポ

ーツ活動回数（f＝18.17, df＝1／80, p＝.000）と趣味や娯楽に使える金額のうちの

スポーツ活動に使える金額の割合（f＝7.80, df＝1／79, p＝.007），そして優先条件

では活動日（f＝5.10, df＝1／81, p＝.027）と費用（f＝4.63, df＝1／81, p＝.034）に有

意差が認められた．優先する参加条件（第 2 図 - 1）で，活動日において高得点

者群が低得点者群よりも高く優先し，費用においては低得点者群の方がより高

く優先している．つまり，運動に自信のある人は自信のない人よりも活動日を

優先させ，費用をあまり優先していないといえる．一週間あたりのスポーツ活

動の限界回数は高得点者群の方がより多く，趣味や娯楽で使えるお金のうちで

スポーツ活動に使える割合も多かった．運動に自信のある人はスポーツ活動を

より多く実施することが可能であると判断し，趣味や娯楽で使えるお金のうち

そこで費やされる費用の割合もより多いということである．
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第 2 図 - 1 運動有能感尺度における高得点群と低得点群の選択数
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＜親和欲求＞高得点群 70名，低得点群 28名であった．一週間あたりのスポー

ツ活動回数（f＝5.41, df＝1／90, p＝.022）と時間（f＝5.61, df＝1／93, p＝.020），優先

条件では雰囲気（f＝13.12, df＝1／96, p＝.000）と費用（f＝6.27, df＝1／96, p＝.014）

に有意差が認められた．優先する参加条件（第 2 図 - 2）では高得点者群が低得

点者群よりも雰囲気を優先させ，費用は低得点者群の方が優先させていた．運

動場面での協同や協力に対する欲求が強い人はその欲求が弱い人に比べて雰囲

気を優先させており，費用はあまり優先させていないと言うことになる．また，

スポーツ活動実施場所までの移動時間の限界と一週間あたりのスポーツ活動回

数の限界は高得点者群の方が高く，この協同や協力に対する欲求の強い人は弱

い人に比べて移動時間の限界が長く，そしてスポーツ活動も多くできるものと

考えられよう．

＜活動欲求＞高得点群 71名，低得点群 24名であった．一週間あたりのスポーツ

活動回数（f＝10.83, df＝1／91, p＝.001）とスポーツ活動に使える金額（f＝4.80, df＝

1／90, p＝.031），趣味や娯楽に使える金額のうちのスポーツ活動に使える金額の割

合（ f＝7.64, df＝1／88, p＝ .007），そして優先条件では費用（ f＝12.25, df＝1／93,

スポーツ活動における参加条件と運動意欲の関係（石倉忠夫）
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第 2 図 - 2 親和欲求尺度における高得点群と低得点群の選択数
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p＝.001）に有意差が認められた．優先条件（第 2 図 - 3）において低得点者群は

高得点者群よりも費用の条件を優先させており，活動欲求の低い人は高い人に

比べて費用を優先する傾向にある．一週間あたりのスポーツ活動回数の限界は

高得点者群の方が高く，スポーツ活動に使える金額と趣味や娯楽で使えるお金

のうちでスポーツ活動に使える割合も多かった．活動欲求の高い人は低い人よ

りもスポーツ活動がより頻繁に行えると判断し，スポーツに使えるお金の割合

も高いといえよう．

＜競争欲求＞高得点群 80名，低得点群 28名であった．一週間あたりのスポー

ツ活動回数（f＝17.78, df＝1／101, p＝.000），コーチの条件（f＝6.23, df＝1／106,

p＝.014）と費用の条件（f＝5.50, df＝1／106, p＝.021）で有意差が認められた．第

2 図 - 4 に示すように高得点者群は低得点者群よりもコーチの条件を優先させ，

低得点者群は高得点者群よりも費用の条件を優先させていた．競争欲求の高い

人は低い人よりもコーチの条件を優先させ，そして費用はあまり優先させてい

ないといえる．一週間あたりのスポーツ活動回数の限界は高得点者群の方が高

く，競争欲求の高い人はスポーツ活動をより頻繁に行えると判断しているとい
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第 2 図 - 3 活動欲求尺度における高得点群と低得点群の選択数
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える．

＜運動不安＞高得点群51名，低得点群46名であった．一週間あたりのスポーツ

活動回数（f＝8.59, df＝1／90, p＝.004），費用の条件（f＝5.49, df＝1／95, p＝.021）で

有意差が認められた．第 2 図 - 5 に示すように高得点者群は低得点者群よりも

費用の条件を優先させており，運動不安の高い者は低い者よりも費用の条件を

スポーツ活動における参加条件と運動意欲の関係（石倉忠夫）
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第 2 図 - 4 競争欲求尺度における高得点群と低得点群の選択数

第 2 図 - 5 運動不安尺度における高得点群と低得点群の選択数
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優先して判断しているものと考えられる．また，一週間あたりのスポーツ活動

回数の限界は低得点者群の方が高く，運動不安の低い者は高い者よりもスポー

ツ活動を頻繁に行えると判断しているといえる．

＜運動価値感＞高得点群 98名，低得点群 20名であった．費用の条件（f＝11.03,

df＝1／116, p＝.001）で有意差が認められた．低得点者群は高得点者群よりも費

用の条件を優先させており（第 2 図 - 6），運動に対する価値感の低い者は高い

者よりも費用の条件を優先的に判断基準としてあげているものといえる．

これらの結果から，全体として「雰囲気」を最優先条件として位置づけてい

るが，運動意欲の低い者（ネガティブな意欲）は「雰囲気」の次に「費用」の条

件を判断材料として優先している傾向がみられる．一方，運動意欲の高い者

（ポジティブな意欲）は一週間のうちスポーツ活動を行える回数と趣味や娯楽で使

えるお金に対するスポーツ活動で使えるお金の割合が高いという特徴が示され

た．当然のことながら，運動意欲の高い者はスポーツへの参加意欲が高く，そ

こで費やされる金額も多く支払うことができるといえよう．また，運動に自信

のある者は「活動日」を，仲間との協力や協同する欲求の高い者は「雰囲気」

を，運動場面における競争する欲求の高い者は「コーチ」の条件を各尺度の低
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第 2 図 - 6 運動価値感尺度における高得点群と低得点群の選択数
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得点者よりも優先させているという特徴がみられた．

今回の調査は，スポーツ活動の環境的要因としての参加条件と個人的要因と

しての運動意欲との関係を検討することを目的とした．調査結果は次の 3 点に

まとめられる．

①全体的には活動集団の「雰囲気」や「活動日」をもっとも重要な条件とし

て優先している．しかし，高年期では「雰囲気」よりも「費用」の方を優

先している．

②運動意欲の低い者は「雰囲気」の次に「費用」の条件を判断材料として優

先している．

③運動に自信のある者は「活動日」を，仲間との協力や協同する欲求の高い

者は「雰囲気」を，競争欲求の高い者は「コーチ」の条件を各尺度の低得

点者よりも優先させている．

これらの結果から，年齢層や運動意欲などの個人的要因が環境的要因として

の参加条件と関連しているといえる．しかしながら，本調査ではあるスポーツ

種目の活動に参加するという想定で優先する条件を質問しているため，もとも

と運動意欲の低い者が今回の調査結果を参考に企画したスポーツ活動に参加す

るという可能性は低いものと考えられる．つまり，運動意欲の低い者はスポー

ツ活動に関わる費用を活動条件として優先的に考慮し，かつ趣味娯楽に対して

支払われる割合も低いため，日常生活におけるスポーツ活動の価値がかなり低

いと推察されるからである．この点で運動意欲の低い者がスポーツ活動に参加

する環境要因と個人的要因について検討の余地が残されたといえる．また，本

調査の被調査者のサンプル数が少なかったため，各年齢層における検討が十分

に行えなかったことも問題点の一つとしてあげられる．

スポーツ活動における参加条件と運動意欲の関係（石倉忠夫） （ 77 ） 77
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